
平成 21　年 3　月 31　日

平成 ２１年度 ～ 平成 ２３年度

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

経常収支比率 102.5% 101.9% 102.8% 101.8% 102.0% 達成優先順位１

医業収支比率 101.9% 101.1% 102.9% 101.3% 101.5% 達成優先順位２

職員給与費比率 51.4% 52.5% 52.0% 52.4% 51.9% 達成優先順位３

病床利用率 74.8% 70.6% 72.0% 72.0% 72.0% 達成優先順位４

上記目標数値設定の考え方

対　　象　　期　　間

病
院
の
現
状

公立病院として今後果たすべき役
割(概要)
（注）詳細は別紙添付

一般会計における経費負担の考
え方(繰出基準の概要）
（注）詳細は別紙添付

病 院 名

所 在 地

病 床 数

診療科目

公立病院改革プランの概要

団　　　　体　　　　名

プ　ラ　ン　の　名　称

策　　　　定　　　　日

(別紙４）

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

財務に係る数値目標（主なも
の）

　平成19年度現在、経常黒字を既に達成しており、医師増が望めない医療環境下では現
状を堅持することが最重要である。
　したがって、収支計画には、希望的予測値を廃して、より現実的な数値としつつ地域医療
の質の維持・向上のため、高度医療機器や診療情報システム等の導入などの設備整備を
引き続き図るものとしている。
　また、公的医療機関として政策医療を担いつつ独立採算に努めるため、目標には達成優
先順位を設けることとした。
　なお、職員給与比率は、指定管理者制度のため決算上は表記できないが、指定管理者
の人件費等により数値化した。

（経常黒字化の目標年度：　達成済み　）

　霧島市立医師会医療センターは、姶良・伊佐保健医療圏（二次保健医療圏）における中
核病院としての役割を担っている。
　また、地域医療支援病院に位置づけられ、「かかりつけ医」との連携により、がんや心疾
患・肝疾患治療などの高度特殊な医療や救急医療、へき地支援などの政策医療を行う役
割も有している。
　公的医療機関である国立病院機構南九州病院と補完し合いながら地域医療の重責を
担っている。

　国の定める普通・特別交付税算定相当以下の額に政策医療に要する経費を加えた額を
基本とする。

○運営負担金　　　　　　　　普通交付税算定相当額以下
　　　病床１床当単価　☓　250床　以内
○建設改良に要する経費　普通交付税算定相当額以下
　　　病院事業債の元利償還金　☓　（H13以前　0.3）（H14 0.4）（H15移行 0.225）　以内
○救急医療に要する経費　特別交付税算定相当額以下
　　　Ｂランク単価　以内
○政策医療に要する経費
　　　経営に伴う収入をもって充てることができないと認められるものに相当する額以下

鹿児島県霧島市

霧島市立医師会医療センター改革プラン

霧島市立医師会医療センター

鹿児島県霧島市隼人町松永３３２０番地

一般２５０床　感染４床　合計２５４床

内科・呼吸器科・消化器科・循環器科・リウマチ科・小児科・外科・整形外科・脳神経外科・
リハビリテーション科・放射線科・麻酔科・耳鼻咽喉科
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団体名
（病院名）

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

紹介率 62.1% 40.0%以上 40.0%以上 40.0%以上 40.0%以上

逆紹介率 70.2% 60.0%以上 60.0%以上 60.0%以上 60.0%以上

民間的経営手法の導入

事業規模・形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

別紙のとおり

病床利用率の状況 １７年度 81.4% 1８年度 74.2% １９年度 74.8%

病床利用率の状況を踏
まえた病床数等の抜本
見直し、施設の増改築計
画の状況等

公立病院としての医療機能に係る
数値目標（主なもの）

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
及
び
実
施
時
期

そ
の
他
の
特
記
事
項

各年度の収支計画

指定管理者制度を平成18年4月より実施済み

現状維持

○ＤＰＣ請求病院の認定（H21.4より認定予定、データ分析により効率化を図る）
○院内委託の見直し
○診療材料費の縮減
○後発医薬品の推奨

○７対１看護配置基準を取得（H17.12取得済）
○ＤＰＣ請求病院の認定（H21.4より認定予定、良質な医療の提供と収益の向上を図る）
○未収金の縮減（H16.9より未収金回収ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑの発足）
○施設基準届出に伴う加算算定による増収
　（診療報酬改定時・病院機能の変化に伴い随時見直し）

医師確保対策
○職員住宅の確保（H13に新規建築済）
○院内保育の開設（H15に移設・新築済）
○大学医局等への働きかけ（H18より市長・医師会長・病院長が陳情）
○ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの掲載（H18よりﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを一新）
○臨床研修医の育成・定着（大学医局と協力）

その他
○診療情報システム（電子カルテ等）の導入（H21より）
○病院機能評価Ver6の認定更新（現在Ver4、H21にVer.6を受審予定）

二次保健医療圏内の医療需要の動向を踏まえ、病棟建替時期と合わせて検討の必要が
ある。

鹿児島県霧島市
霧島市立医師会医療センター
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団体名
（病院名）

（注）
１
２

詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と

経営形態の現況

（注）
１
２

詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と

点検・評価・公表等の体制
(委員会等を設置する場合その
概要）

点検・評価の時期(毎年○月頃
等）

経営形態見直し計画の概要

その他特記事項

二次医療圏内の公立病院等
配置の現況

都道府県医療計画等における
今後の方向性

（該当箇所に

（該当箇所に

再編・ネットワーク化計画の概
要及び当該病院における対応
計画の概要

経営形態の見直し（検討）の方向
性

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
係
る
計
画

討中の場合は複数可）

点
検
・
評
価
・
公
表
等

経
営
形
態
見
直
し
に
係
る
計
画

＜時　期＞

平成23年３月
指定管理の期間満了及び更
新予定

＜内　容＞

➀協議の方向　　現在の体制を維持
②協議の体制　　霧島市立医師会医療センター管理運営委
員会
③スケジュール　平成22年度中

　市立病院は医療センターのみであり、民間病院を含めて200床規模以上の病院は近隣に
ない。公的病院が二次保健医療圏内にあるがいずれも15Km以上あり、市の中核病院は医
療センターが担っている。

鹿児島県霧島市
霧島市立医師会医療センター

霧島市立医師会医療センター管理運営委員会にて点検・評価

毎年８月頃

＜時　期＞

H21年３月31日

＜内　容＞

①協議の方向
　病院の再編については、近隣の医療機関の現況を検討し
「現在は必要なし」との結論を得ている。
　ネットワークについては、既に上記の医療の提供を行なっ
ており、今後も継続していくことで合意している。今後新たな
ネットワーク化の必要性が生じた場合、検討・協議をする。

②協議の体制　霧島市立医師会医療センター管理運営委員
会

　病院の再編については、近隣の医療機関の現況を検討し「現在は必要なし」との結論を
得た。
　ネットワークについては、二次保健医療圏唯一の地域医療支援病院として「かかりつけ
医」との連携がなされており、また病院輪番制(全13病院)や循環器ネットワーク(全3病院)
の拠点病院としての役割を担い、既に医療の提供を行なっている。
　今後、必要性が生じた場合、当事者間で具体化に向け、地域の現状等の把握、その方
向性について、協議・検討の場を設ける。

公営企業法財務適用

指定管理者制度

CheckBox2

民間譲渡

診療所化

公営企業法全部適用 地方独立行政法人

一部事務組合・広域連合

公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度

老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

を記入、検

を記入）
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